
第１回 春日山原始林授業づくりセミナー 概要報告 

奈良教育大学研究員 杉山 拓次 
実施日：2020 年 7 月 11 日（土）10:00～12:00 
参加者：現職教員等：中澤哲、中澤敦、新宮、柚木、挽地、山本、川崎、吉田 

学生：福井、小田垣、山崎、松岡、稲富、江口、西田、飯村、野村、木村、下原、西條、 
福田、古橋、藤本、西田、谷垣 

大学教員：中澤、大西、太田      27 名 
実施方法：ZOOM によるオンラインミーティング 
 
■セミナー概要 
世界文化遺産・特別天然記念物「春日山原始林」を活用した授業づくりを考えていく上で基礎となる
春日山原始林の現状と課題について、話をすると共にグループワークにより情報共有を行なった。 
 
■春日山原始林の概要 

  

  

  
 



■春日山原始林の課題 

  

  

  
 
■春日山原始林の保全の取り組み 

  



  

  
 
■春日山原始林を未来へつなぐために必要なこと 

  
 

各項目ごとにグループセッションを実施し、それぞれで気になった点等について意見交換を行なっ
た。最後に ESD の６つの視点から、春日山原始林でどのような授業ができそうかを考え、最後に全員
でＥＳＤとの関連で考察したことをチャットに書き込み共有した。 
 
出ていた意見（抜粋） 
・原始林を自分事として捉えるためには、どのような活動ができるのだろうか。身近な山に着目させ
たり、他の山を見せる方が良いのか。学校現場では、もし春日山に行くとしたら、1 日しか時間がとれ
なさそうなので、現場で貴重な森林と思える活動を取り入れていく方が良いのか…。 
・「きっかけ」をつくることが「自分ごと化」への第一歩。学校教育の中で ESD をやっていくこと
は、学校以外の社会と「つなぐ」ことだと思います。 
・「春日山原始林と人・シカが『共生』するってどういうこと？」に着目した授業づくり 
・ビンゴカードを使って原始林内のたくさんの種類の植生を子どもたちにゲーム感覚、探検感覚で見
つけてもらう（多様性）実際に見て感じることで、知らないから自分事につながるのではと思いまし



た。 
・現状を知るためには、先ほど杉山さんが仰っていた、防鹿柵内外を見せると、視覚で比較しやすい
のではないでしょうか。 
・春日山原始林の植物や発見したことを写真でとり、図鑑を作る。自分が見つけたものと他の子が見
つけて来たものを見せ合ったり、紹介し合うことで多様性を理解できるのではないかと思う。 
・鹿と森林の関係のジレンマを授業化する。 
 
 


